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町 の 人 口 

(52年2月末日現在） 

人 口 9,246人 （増13) 

男 4,415人 （増4 ) 

女 4, 831人 （増9 ) 

世帯数 2, 886世帯（増8 ) 

出生 10人 

死亡 4 人 

転入 34人 

転出 27人 
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和
名
 
卯
月
（
う
づ
き
）
 

卯
の
花
が
咲
く
月
、
卯
花
月
を
略
し
 

た
む
の
。
 

1
日
（
金
）
 

四
保
育
所
入
園
式
、
新
会
 

計
年
度
始
ま
る
 

ェ
ー
プ
リ
ル
フ
ー
ル
 

5
日
（
火
）
 

学
校
始
業
式
 

6
日
（
水
）
 

春
の
交
通
安
全
運
動
 

（
十
五
日
ま
で
）
 

7
日
（
木
）
 

上
野
小
学
校
入
学
式
 

世
界
保
健
デ
ー
 

8
日
（
金
）
 

市
場
小
学
校
入
学
式
 

花
ま
つ
リ
 

9
日
（
土
）
 

中
学
校
入
学
式
 

10 

日
（
日
）
 

婦
人
の
日
、
婦
人
週
間
 

11 

日
（
月
）
 

メ
ー
ト
ル
法
公
布
記
念
日
 

14 

日
（
木
）
 

ポ
ス
ト
愛
護
週
間
 

17 

日
（
日
）
 

家
庭
の
日
 

18 

日
（
月
）
 

心
配
ご
と
相
談
日
 

（
旧
第
二
公
民
館
）
 

20 

日
（
水
）
 

郵
政
週
間
、
逓
信
記
念
日
 

22 

日
（
金
）
 

清
掃
の
日
 

28 

日
（
木
）
 

平
和
条
約
発
効
 

29 

日
（
金
）
 

天
皇
誕
生
日
 

▽
手
の
届
か
な
い
も
の
は
 

取
ろ
う
と
す
る
な
△
 



(3) 昭和52年4月1日 け 、 カ、 し あ
 

報
 

広
 

第171号 

の 
昭
和
 51 

年
度
財
政
事
情
 

0 

昭和51年12月31日まで （下期） 

昭
和
五
十
一
年
度
一
般
 

会
計
予
算
及
び
特
別
会
計
 

予
算
の
上
半
期
の
執
行
状
 

況
は
、
昨
年
の
広
報
あ
か
 

い
け
＋
月
号
で
す
で
に
公
 

表
い
た
し
て
い
ま
す
が
、
 

今
回
は
昭
和
五
十
一
年
度
 

一
般
会
計
予
算
及
び
特
別
 

会
計
予
算
の
下
半
期
に
お
 

け
る
歳
入
、
歳
出
予
算
の
 

執
行
額
と
昭
和
五
十
年
度
 

決
算
を
中
心
に
し
て
、
そ
 

の
概
要
を
公
表
い
た
し
ま
 

す。 ⑥
昭
和
五
＋
一
年
度
一
般
 

会
計
予
算
及
び
特
別
会
計
 

予
算
執
行
状
況
（
下
半
期
 

分） 
別
表
に
示
し
た
と
お
リ
 

で
す
。
 

⑥
昭
和
五
十
年
度
一
般
会
 

計
決
算
及
び
特
別
会
計
決
 

算
状
況
 

▼
一
般
会
計
▲
 

昭
和
五
十
年
度
一
般
会
計
の
決
算
は
 

歳
入
二
十
四
億
三
千
三
百
七
十
七
万
四
 

千
円
、
歳
出
ニ
十
四
億
六
千
二
百
四
＋
 

三
万
四
千
円
、
そ
の
結
果
、
歳
入
歳
出
 

差
引
ニ
千
八
百
六
十
六
万
円
の
形
式
収
 

支
の
赤
字
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
 

こ
れ
は
実
質
収
支
に
お
い
て
も
同
様
の
 

、《 

赤
字
と
な
っ
て
お
リ
ま
す
。
こ
の
た
め
 

翌
年
度
歳
入
繰
上
充
用
金
二
千
八
百
六
 

十
六
万
円
で
、
歳
入
不
足
を
補
て
ん
し
 

ま
し
た
。
 

歳
入
決
算
 

o
自
主
財
源
井
三
億
二
千
七
百
六
十
一
一
 

万
六
干
円
（
十
三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
 

・
町
税
、
分
担
金
負
担
金
、
使
用
料
手
 

数
料
、
財
産
収
」
人
、
諸
収
入
等
。
 

o
国
県
依
存
財
源
n
二
十
一
億
六
百
十
 

四
万
八
千
円
（
八
十
六
・
五
パ
ー
セ
 

ン
ト
）
国
県
支
出
金
、
地
方
交
付
税
、
 

自
動
車
取
得
税
交
付
金
、
町
債
等
。
 

歳
出
決
算
 

o
経
常
的
経
費
廿
十
一
億
一
千
七
百
十
 

六
万
一
干
円
（
四
十
五
・
四
パ
ー
セ
ン
 

ト
）
人
権
費
、
補
助
費
、
物
件
費
等
。
 

o
投
資
的
経
費
廿
十
三
億
八
千
五
百
八
 

十
三
万
二
千
円
（
五
十
四
上
ハ
パ
ー
セ
 

ント） 

▼
特
別
会
計
▲
 

特
別
会
計
は
、
地
方
自
治
法
の
規
定
 

に
よ
っ
て
地
方
公
共
団
体
が
特
定
事
業
 

を
行
う
場
合
、
そ
の
他
特
定
の
歳
入
を
 

も
っ
て
特
定
の
歳
出
に
充
て
、
一
般
の
 

歳
入
歳
出
と
区
分
し
て
経
理
す
る
必
要
 

が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
条
例
で
こ
れ
 

を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
 

っ
て
い
ま
す
。
 

昭
和
五
十
年
度
に
お
い
て
は
、
七
つ
 

の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
決
 

算
状
況
は
別
表
の
と
お
り
で
片
『
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昭和51年度ー般会計予算執行状況（S51. 12. 31) 
入） （歳 出） （単位千円） 

ロ
日
 科

 L
 

予算額 執行額 執行率 科 目 予算額 執行額 執行率 

~ 1・町 税 102,896 87,251 84.8 1 ．議 会 費 37,843 29,165 77.1 

12 ．地 方 譲 与 税 7,541 5,177 68.7 2 ．総 務 費 191,524 129,664 67.7 

3 ．娯楽施設利用税交付金 438 186 42.5 3 ．民 生 費 499,982 219,705 43.9 

4 ．自動車取得税交付金 9,155 2,803 30.6 4‘衛 生 費 75,303 33,506 44.5 

5 ．地 方 交 付 税 813,823 703, 838 86.5 5 ．労 働 費 731,847 439, 308 60.0 

6 ．交通安全対策特別交付金 620 646 104.2 6 ．農 林 水 産 業 費 151,540 75,028 49.5 

7“分担’金及び負担金 33,553 23,583 70.3 7 ．商 ：工 費 4,008 3,193 79.7 

8 ．使用料及び手数料 16,909 11,579 68.5 8 ．土 木 費 471,637 99,533 21.1 

9 ．国 庫 支 出 金 908,587 521,481 57.4 9 ．消 防 費 30,003 25,783 85.9 

10，県 支 出 金 344,467 34,746 10.1 10．教 育 費 268,174 159,719 59.6 

11．財 産 ・収 入 81,120 1,046 1.3 n ．災 害 復 I日 費 182,305 56,632 31.1 

12．寄 付 金 2,001 2,000 99.9 12．公 債 費 227, 145 86,182 37.9 

13．繰 入 金 1 13．諸 支 出 金 90,788 34,901 38.4 

14．繰 越 金 1 14．予 備 費 1,960 

15．諸 収 入 71,907 31,319 43.6 15．繰 上 充 用 金 28,660 28,659 100.0 

16．町 債 599,700 

歳 入 合 計 2,992,719 1,425,655 47.6 歳 出 合 計 2,992,719 1,420,978 47.5 

0一時借入金現在高 190. 00I ］千円 0長期借 現在高 16S4一 431千・円 
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報
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白
ケ
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昭和51年度特別会計予算執行状況（S51. 12. 31 

（単位千円） 

会 計 名 
歳 入 歳 出 一時借入金 

現 在 高 予 算 額 執 行 額 執行率 予 算 額 執 行 額 執行率 

国民健康保険事業勘定 159,252 100, 523 63.1 159,252 82,636 51.9 

町 立 病 院 事 業 355,477 269,847 75.9 355,477 269, 310 75.8 80,000 

赤池橋架設準備積立金 711 711 100.0 711 711 100.0 

上 水 道 事 業 62,577 58,347 93.2 62,577 50,173 80.2 50,500 

住宅改修資金貸付事業 22,701 1,668 7.3 22,701 1,016 4.5 

上野地区簡易水道 18,710 9,598 51.3 18,710 12,775 68.3 1,500 

地 域 開 発一事 業 31 ,434 28,343 90.2 31,434 15,801 50.3 

昭和50年度一般会計款別歳入歳出決算状況 

入） 

う 

刃 

（単位刊り） ) 
別
 

款
 

予算額 決算額 比 率 款 予算額 決算額 比 率 

1 ，町 税 89,032 90,102 101.2 1 ．議 会 費 34, 869 34,735 99.6 

2 .‘地‘ 方 譲 与 税 3,649 5,408 148.2 2 ，総 務 費 186, 926 183, 399 98.1 

3 .娯楽施設利用税交付金 300 340 113.3 3 ．民 生 費 514,134 497, 644 96.8 

4 ．自動車取得税交付金 8,088 11,144 137.8 4 ．衛 生 費 41,155 34,209 83.1 

5 ．地’ 方、」交 付 税 658, 450 634,700 96.4 5 ，労 働 費 723, 030 718, 968 99.4 

6 ．交通安全対策特別交付金 618 618 100.0 6 ．農 林 水 産 業 費 171,215 168, 477 98.4 

7．分担金及び負担 金 27,404 26,272 95.9 7 .商 工 一費 4,800 4,085 85.1 

8．使用料及び手・数料 16,508 15,878 96.2 8 ．土 木 費 228, 479 209, 894 91.9 

9 ．国 庫 支 出 金 731,039 735,647 100.6 9 ，消 防 費 32. 139 29,179 90.8 

10．県 支 出 金 247. 927 252,887 102.0 10．教 育 費 179,645 172, 200 95.9 

11．財 産 収 入 181,059 152. 473 84.2 11．災 害 復 I日 費 92,581 92,482 99.9 

12．寄 ・ 付 金 1 12．公 債 費 163,517 163, 234 99.8 

13．繰 3.000 3,000 100.0 13．諸 支 出 金 92,470 79, 518 86.0 

14．繰 越 金 500 14．予 備 費 2,000 

15．諸 収 入 114,489 39,900 34.9 15.繰 上 充 用 金 74,404 74,403 100 .0 

16．町 債 459, 300 465. 400 101.3 

合 計 2,541,364 2,433,769 95.8 合 計 2,541,364 2,462,427 96.9 

昭和50年度特別会計決算状況 
（単位千円） 

会 計 名 
歳 入 歳 出 歳入歳出 

差 引 額 予 算 額 決 算 額 比 率 予 算 額 決 算 額 比 率 

国民健康保険事業勘定 127,696 131,509 103.0 127,696 124,038 97.1 7,471 

町 立 病 院 事 業 348,183 312,257 89.7 350, 397 355,780 △1.5 △43,523 

赤池橋架設準備積立金 3,717 3,707 99.7 3,717 3,707 99.7 0 

上 水 道 事 業 255, 382 239, 318 93.7 257,432 279, 929 △8.0 △40, 611 

住宅改修資金貸付事業 14,879 12,768 85.8 14,879 12,386 83.2 382 

上野地区簡易水道 14,740 12,179 82.6 14,740 10,384 70.5 1,795 

地 域 開 発 事 業 113,588 113,029 99.5 113. 588 113,029 99.5 0 
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し、 カ、 あ
 

ロ
反
 

＋立十 広
 

第171号 昭和52年4月1日 か い け あ
 

報
 

広
 

第171号 ⑤
 

ゆ
つ
く
り
走
っ
て
事
故
防
止
を
 

（
揺
耗
認
「
春
の
交
通
安
全
福
岡
県
民
運
動
」
 

地
籍
調
査
は
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
初
 

期
に
お
い
て
は
、
権
力
者
が
税
金
の
某
 

礎
か
ら
発
生
し
た
も
の
で
す
。
 

地
籍
調
査
と
い
え
ば
、
税
金
の
た
め
 

の
調
査
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
の
で
 

す
が
、
こ
れ
は
発
生
史
か
ら
み
て
も
や
 

む
を
得
な
い
も
の
と
思
わ
れ
残
念
な
、
」
 

と
で
す
。
確
か
に
西
欧
の
 

四
月
穴
日
ー
 

十
五
日
ま
で
の
 

十
日
問
、
県
下
 

い
っ
せ
い
に
 
「 

昭
和
五
十
二
年
 

度
春
の
交
通
安
 

全
福
岡
県
民
運
 

動
」
が
実
施
さ
 

れ
ま
す
。
 

の
位
置
」
す
な
わ
ち
「
一
筆
の
所
在
（
 

位
置
定
量
的
）
」
に
は
測
量
に
関
心
を
 

示
さ
な
か
っ
た
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
 

状
態
か
ら
漸
次
民
権
の
向
上
発
展
に
つ
 

れ
て
土
地
の
所
有
権
、
こ
と
に
私
有
権
 

の
確
立
に
伴
な
っ
て
土
地
に
つ
い
て
の
 

私
権
権
利
の
擁
護
が
必
要
に
迫
ら
れ
、
 

こ
の
運
動
は
、
県
民
の
す
べ
て
に
交
 

通
安
全
思
想
の
普
及
徹
底
を
図
り
、
正
 

し
い
交
通
ル
ー
ル
の
実
践
を
習
慣
づ
け
 

る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
 

底
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
、
運
動
の
重
 

点
と
し
て
、
①
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
 

者
、
特
に
こ
ど
も
の
交
通
事
故
の
防
止
、
 

②
飲
酒
運
転
の
追
放
、
③
夜
間
に
お
け
 

る
交
通
事
故
の
防
止
、
④
シ
ー
ト
ベ
ル
 

て
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
一
筆
の
現
 

地
復
元
能
力
を
保
持
す
る
目
的
を
持
っ
 

た
調
査
が
地
籍
測
量
に
要
求
さ
れ
、
測
 

量
の
本
来
の
姿
で
あ
る
地
籍
測
量
が
行
 

な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

税
主
体
の
地
籍
測
量
が
こ
こ
に
誕
生
 

す
る
と
と
も
に
、
課
税
主
体
の
地
籍
調
 

査
か
ら
脱
皮
し
て
近
代
的
 

封
建
時
代
か
ら
統
一
的
中
地
籍
調
査
と
は
ど
ん
な
こ
と
か
 

央
集
権
国
家
の
前
期
ま
で
、
 

ま
た
日
本
に
お
い
て
も
こ
れ
に
対
応
す
 

る
中
世
期
時
代
ま
で
（
実
質
的
に
は
最
 

近
ま
で
）
地
籍
調
査
と
は
税
金
の
た
め
 

の
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
す
。
 

従
っ
て
地
籍
測
量
も
こ
れ
に
応
じ
た
 

測
量
と
な
っ
て
お
り
、
課
税
標
準
と
し
 

て
の
地
積
 
（
面
積
）
だ
け
に
測
量
を
限
 

定
し
、
測
量
の
第
一
議
で
あ
る
「
地
点
 

。

 。
 

地
籍
に
対
す
る
概
念
も
一
歩
前
進
し
た
 

の
で
あ
リ
ま
す
。
 

こ
の
と
場
か
ら
境
界
「
筆
界
（
一
筆
 

地
の
地
境
）
」
を
現
地
に
明
確
に
す
る
 

だ
け
で
な
く
、
こ
の
明
確
に
な
っ
た
状
 

態
を
明
確
に
記
録
し
、
境
界
紛
争
等
の
 

場
合
に
は
一
度
決
め
た
一
筆
の
位
置
を
 

何
時
で
も
復
元
で
き
る
も
の
に
し
な
く
 

、

。

 

Q
 刃つ一 

o
去
る
十
】
日
町
民
会
館
に
会
員
十
】
名
の
参
加
で
「
写
団
フ
ア
o
 

o
ミ
リ
ー
」
の
例
会
を
行
っ
た
。
モ
ノ
ク
ロ
十
四
点
、
カ
ラ
ー
百
o
 

o
点
を
出
品
し
住
田
審
査
員
の
も
と
合
評
し
優
秀
作
品
を
選
ん
だ
o
 

o
の
ハ
器
￥
叩
「
黒
煙
」
他
、
山
野
正
慈
、
②
（
回
席
「
冬
景
色
」
他
o
 

o
桑
野
博
明
、
④
席
「
屋
根
」
、
太
田
勝
正
、
⑥
席
「
風
」
、
戸
塚
o
 

o
栄
太
郎
、
⑦
席
「
冬
の
墓
地
」
、
加
藤
洋
、
⑧
席
「
波
」
、
三
角
o
 

o
勝一 

特
に
今
月
は
カ
ラ
ー
作
品
に
良
い
物
 

が
目
に
付
い
た
。
 

こ
こ
に
取
り
上
げ
た
作
品
は
、
 
一日 

の
仕
事
を
終
え
た
漁
師
が
家
路
に
つ
く
 

情
景
を
タ
暮
の
や
わ
ら
か
い
光
を
写
し
 

込
む
事
に
よ
っ
て
ほ
の
ぽ
の
と
し
た
感
 

口 
口口 

“優秀作品に山野さんと加藤さん，, 

月例会優秀作 Z写 団、 

、ファミリーノ 

o 

じ
に
仕
上
げ
て
い
る
の
は
、
 
一
片
の
絵
 

を
見
て
い
る
様
だ
。
唯
、
も
う
少
し
下
 

を
ト
リ
ミ
ン
グ
（
切
り
取
る
）
す
る
事
 

で
、
画
面
が
よ
り
一
層
引
き
し
ま
る
の
 

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

早
 
谷． 

「
海
の
タ
暮
れ
」
 

加
 

藤
 

洋
さ
ん
 

m
 な所
有
権
地
籍
調
査
と
な
 

ー
、
こ
れ
に
呼
応
し
て
地
 

籍
測
量
も
「
面
積
本
位
」
か
ら
「
位
置
 

本
位
」
に
進
化
し
、
地
積
（
面
積
）
は
 

位
置
本
位
の
地
籍
測
量
の
当
然
の
副
産
 

物
と
し
て
課
税
目
的
の
地
籍
測
量
に
対
 

す
る
要
求
精
度
以
上
の
精
度
を
確
保
す
 

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 

つ
 

、つ
 

く
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*
 

*. 

*
 

ト
着
用
の
推
進
、
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

つ
き
ま
し
て
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
も
 

こ
の
運
動
の
重
点
を
理
解
し
、
運
動
期
 

間
中
に
一
人
も
交
通
事
故
に
遭
遇
す
る
 

こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
ご
協
力
く
だ
さ
 

い
。
 

⑥
子
ど
も
は
 

田
道
路
へ
と
び
出
さ
な
い
。
 

②
車
の
す
ぐ
前
、
す
ぐ
後
を
わ
た
ら
な
 

い
。
 

⑧
道
路
を
わ
た
る
と
き
は
、
右
・
左
・
 

右
の
安
全
を
確
か
め
る
。
 

④
自
転
車
の
あ
ぶ
な
い
乗
り
方
を
し
な
 

い
。
 

⑤
踏
切
で
は
必
ず
と
ま
っ
て
右
・
左
の
 

安
全
を
確
か
め
る
。
 

⑥
踏
切
、
線
路
近
く
で
は
遊
ば
な
い
。
 

⑦
道
路
で
は
、
ふ
ざ
け
た
リ
、
遊
ん
だ
 

リ
し
な
い
。
 

⑥
老
人
は
 

m
道
路
で
は
安
全
を
確
認
し
、
無
理
な
 

横
断
を
し
な
い
。
 

②
夜
間
の
外
出
は
な
る
べ
く
さ
け
る
。
 

⑧
交
通
の
ひ
ん
ぱ
ん
な
道
路
で
は
な
る
 

べ
く
自
転
車
に
乗
ら
な
い
。
 

④
遠
回
り
で
も
横
断
歩
道
橋
、
横
断
歩
 

道
を
利
用
す
る
。
 

⑥
家
庭
で
は
 

①
運
転
す
る
人
に
は
酒
を
出
さ
な
い
、
 

飲
ま
せ
な
い
。
 

②
家
族
が
出
か
け
る
と
き
、
ま
た
運
転
 

す
る
人
に
は
「
愛
の
一
」
ご
を
か
け
 

る。 

⑧
家
族
ぐ
る
み
で
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
 

を
習
慣
づ
け
る
。
 

ー
 

Jフ
 

、

ブ

 

ー
 
、
、
「
一
 

人
権
擁
護
委
員
に
 

岡
田
宗
治
氏
…
・
・
・
 

人
権
擁
護
委
員
は
人
権
問
題
に
関
し
 

た
住
民
の
相
談
に
応
じ
調
査
、
助
言
、
官
 

公
署
そ
の
他
の
機
関
へ
の
通
報
等
人
権
 

擁
護
上
の
必
要
な
手
立
て
を
す
る
こ
と
 

げ
よ
っ
て
皆
さ
ん
の
基
本
 

的
人
権
を
擁
護
し
、
あ
わ
 

せ
て
自
由
人
権
思
想
の
普
 

及
高
揚
を
図
る
大
切
な
仕
 

事
を
し
て
い
た
だ
く
方
で
 

す。 赤
池
町
で
は
、
こ
の
人
権
擁
護
委
員
 

に
岡
田
宗
治
さ
ん
が
法
務
大
臣
よ
り
委
 

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
 

な
お
任
期
は
五
十
二
年
二
月
一
日
よ
 

り
五
十
五
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
の
三
 

年
間
で
す
。
 

▽
住
所
 
赤
池
町
大
字
赤
池
一
〇
八
番
 

地
の
二
（
本
町
一
）
 

▽
氏
名
 
岡
田
 

宗
治
（
六
十
歳
）
 

T
E
L
 

二
三
一
】
一
 

ーまちのー 

一

 芸
 

文
 

⑨
 

赤
池
町
公
民
館
句
会
 

rrqw 
『×ブj

滝
道
を
行
く
に
似
合
は
ぬ
靴
な
れ
ど
 

ノ
《
・
、
似
た
景
色
こ
こ
に
も
藻
の
花
咲
き
て
 

俳
旬
を
語
る
と
き
、
今
日
で
は
芭
蕉
、
 

蕪
村
は
あ
ま
り
に
も
遠
す
ぎ
、
や
は
り
 

実
感
と
し
て
子
規
、
虚
子
が
身
近
に
感
 

じ
ら
れ
ま
す
。
い
う
ま
で
も
な
く
近
代
 

俳
句
と
は
即
ち
虚
子
の
生
涯
で
あ
り
、
 

生
涯
そ
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
虚
子
を
 

語
る
の
は
後
に
預
け
る
こ
と
に
し
て
、
 

そ
の
お
孫
で
虚
子
の
大
オ
を
余
す
こ
と
 

な
く
受
け
嗣
ぎ
、
現
在
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
 

｛
丞
象
と
し
て
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
汀
子
 

師
の
句
を
次
に
掲
げ
て
み
ま
し
た
。
．
 

命ー 

レ 

、
似
た
景
色
こ
こ
に
も
藤
の
花
咲
き
て
 

藤
匂
ふ
風
に
吹
か
れ
て
旅
楽
し
 

滝
道
の
険
し
き
こ
と
も
承
知
し
て
 

以
上
は
本
町
へ
俳
句
指
導
に
お
見
え
に
 

な
ら
れ
た
折
の
汀
子
師
の
作
品
で
す
。
 

草
枯
に
真
赤
な
汀
子
な
り
し
か
な
 

虚
 
子
 

こ
の
句
は
虚
子
翁
が
汀
子
師
を
写
生
さ
 

れ
た
も
の
で
す
。
 

※
毎
週
木
曜
日
夜
七
時
よ
リ
公
民
館
 

句
会
を
十
区
公
民
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。
 

御
参
加
下
さ
い
。
次
回
は
阿
蘇
の
山
焼
 

き
の
句
を
載
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

一 

歩
 

⑥
運
転
者
は
 

m
横
断
歩
道
で
は
歩
行
者
に
進
路
を
ゆ
 

ず
る
。
 

②
子
ど
も
や
老
人
が
い
た
ら
、
ま
ず
除
 

行
す
る
。
 

⑧
常
に
安
全
を
優
先
さ
せ
、
ゆ
っ
く
リ
 

走
ろ
う
運
転
を
励
行
す
る
。
 

④
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
必
 

ず
着
用
す
る
。
 

一

 

保
健
所
だ
よ
り
 

健
康
の
三
本
柱
 

健
康
に
つ
い
て
 
⑧
 

三
、
休
 
養
 

適
当
な
休
養
に
よ
リ
肉
体
の
疲
労
が
 

解
消
さ
れ
て
元
気
が
快
復
す
る
。
 

ま
た
趣
味
を
生
か
す
こ
と
は
脳
の
疲
 

れ
を
も
い
や
す
。
 

睡
眠
に
よ
リ
脳
の
疲
労
は
快
復
す
る
。
 

ー
入
 
浴
ー
 

摂
氏
四
十
五
度
で
は
五
分
間
、
四
十
 

二
度
で
十
分
間
、
三
十
八
度
で
二
十
分
 

間
に
す
る
が
よ
く
、
入
浴
は
精
神
、
肉
 

体
の
緊
張
を
と
き
ほ
ぐ
す
。
 

以
上
の
三
項
目
は
健
康
を
維
持
す
る
 

上
に
重
要
な
も
の
で
、
特
に
運
動
は
自
 

主
的
に
実
行
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
 

詳
し
い
指
導
が
ほ
し
い
方
は
保
健
所
に
 

直
接
お
伺
い
合
わ
せ
下
さ
る
よ
う
お
願
 

い
し
ま
す
。
 

お
わ
り
 

8
 

~ 

' 

ブ 

心
配
ご
と
相
談
日
 

毎
月
一
回
 
十
七
日
 

（
十
時
ー
三
時
）
 

場
所
 
役
場
旧
第
ニ
公
民
館
 

地
方
や
国
の
行
政
、
自
分
の
身
の
回
 

り
の
こ
と
、
家
庭
の
こ
と
、
子
供
の
教
 

育
な
ど
で
悩
み
や
心
配
ご
と
を
お
持
ち
 

の
人
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

1
な
お
、
当
日
が
土
曜
日
の
場
合
は
十
 

二
時
ま
で
、
日
曜
日
の
場
合
は
次
の
日
 

に
行
い
ま
す
。
 

W
末
 

W
末
 

W
末
 

W
太
 

W
末
 

W
末
 

W
末
 

一
 

上野焼陶器まつり 

回
間
元
 

52年4 月16日団～ワ日 去
 

ン」 

の2 日 

ところ 上 野 焼 各 窯 

レ 
L , かノ， 

~ 
) 

つ
 

/
 
レ 

ム
 

ペ
ノ
 

、、 八 
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●1 

一
 

保
 

高
額
療
養
費
の
お
し
ら
せ
 

町川川川川聞川n 

病
気
・
ケ
ガ
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
て
、
医
療
費
の
自
己
負
担
 

額
が
、
 

一人、 

一
力
月
、
 

一
つ
の
病
院
・
診
療
所
に
つ
い
て
三
万
九
 

千
円
を
こ
え
た
場
合
は
、
そ
の
こ
え
た
分
は
全
部
、
国
保
が
負
担
し
 

て
、
あ
と
か
ら
払
い
も
ど
し
ま
す
。
 

自
己
負
担
額
計
算
の
基
準
 

自
己
負
担
分
、
 

ー
カ
月
三
万
九
干
円
 

と
い
う
計
算
は
、
次
の
よ
う
な
基
準
に
 

よ
り
ま
す
。
 

ー
、
暦
月
ご
と
に
計
算
 

月
の
一
日
か
ら
月
末
ま
で
の
受
診
に
 

つ
い
て
一
力
月
と
し
て
計
算
し
ま
す
。
 

暦
の
上
で
翌
月
に
ま
た
が
る
場
合
は
、
 

計
算
は
別
に
な
リ
ま
す
。
同
一
月
内
に
 

い
っ
た
ん
退
院
し
て
、
ま
た
そ
こ
へ
再
 

入
院
し
た
よ
う
な
場
合
は
、
合
わ
せ
て
 

計
算
さ
れ
ま
す
。
 

2
、
病
院
・
診
療
所
ご
と
に
計
算
 

甲
の
病
院
と
乙
の
病
院
へ
同
時
に
か
 

か
っ
て
い
る
場
合
、
甲
乙
両
方
の
病
院
 

を
合
算
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
リ
ま
せ
 

ん。 3
、
歯
科
は
別
 

病
院
ま
た
は
診
療
所
に
内
科
な
ど
の
 

科
と
歯
科
が
あ
る
場
合
は
、
内
科
な
ど
 

の
科
と
歯
科
は
、
別
の
病
院
ま
た
は
診
 

療
所
と
し
て
扱
い
ま
す
。
 

4
、
総
合
病
院
 

総
合
病
院
の
各
診
療
科
は
、
そ
れ
ぞ
 

れ
、
別
の
病
院
ま
た
は
診
療
所
と
し
て
 

ふ
 、

，
ー
／
 

聞川川川川川川川 

扱
い
ま
す
。
た
だ
し
、
総
合
病
院
の
入
 

院
患
者
が
他
の
科
の
診
療
を
受
け
た
と
 

き
は
、
合
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
 

（
そ
の
時
で
も
歯
科
は
別
）
 

5
、
入
院
と
通
院
 

一
つ
の
病
院
・
診
療
所
で
も
、
入
院
 

と
通
院
は
別
に
扱
い
、
合
算
し
ま
せ
ん
。
 

6
、
差
額
ベ
ッ
ト
や
 

付
添
い
看
護
料
 

保
険
診
療
の
対
象
と
な
ら
な
い
、
入
 

院
し
た
と
き
の
差
額
ベ
ッ
ト
代
や
、
基
 

準
看
護
の
病
院
へ
入
院
し
た
と
き
の
付
 

添
い
看
護
料
、
な
ど
は
、
自
己
負
担
分
 

の
中
に
入
り
ま
せ
ん
。
病
院
・
診
療
所
 

へ
支
払
っ
た
額
は
何
も
か
も
、
自
己
負
 

担
分
と
し
て
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
 

リ
ま
せ
ん
か
ら
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

手
 
続
 
き
 

所
定
の
「
高
額
療
養
費
支
 

給
申
請
書
」
を
国
保
の
係
ま
 

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
国
 

保
で
は
病
院
・
診
療
所
か
ら
 

提
出
さ
れ
る
「
診
療
報
酬
請
 

求
明
細
書
」
に
も
と
づ
い
て
、
 

自
e
負
担
金
（
一
部
負
担
金
）
 

の
額
を
計
算
し
、
払
い
も
ど
 

し
ま
す
。
 

い
つ
ご
ろ
 

支
給
さ
れ
る
か
 

「
診
療
報
酬
請
求
明
細
書
」
 

は
、
診
療
を
受
け
た
月
の
翌
 

々
月
の
中
ご
ろ
に
国
保
へ
回
 

っ
て
来
ま
す
。
高
額
療
養
費
 

の
お
支
払
い
の
時
期
は
、
そ
 

の
こ
ろ
以
降
に
な
り
ま
す
。
 

o
 

「

ノ

 

2.15．寒波ノ被害続出 

去
る
二
月
十
五
日
夜
半
 

か
ら
の
寒
波
は
水
道
施
設
、
 

と
リ
わ
け
、
給
水
装
置
と
 

い
わ
れ
る
家
庭
内
の
水
道
 

管
に
大
被
害
を
与
え
、
凍
 

結
破
裂
件
数
は
約
一
千
件
 

に
達
し
復
旧
は
十
日
間
も
 

要
し
、
水
道
事
業
に
と
っ
 

て
は
じ
め
て
の
で
き
ご
と
 

で
あ
リ
使
用
者
の
み
な
さ
 

ん
も
日
常
生
活
に
大
変
苦
 

慮
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
 

寒
波
以
後
、
水
道
課
は
も
と
よ
リ
使
 

用
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
も
給
水
装
置
の
 

適
正
な
管
理
と
改
善
が
叫
ば
れ
て
い
ま
 

す
。
給
水
装
置
と
い
わ
れ
る
水
道
本
管
 

か
ら
家
庭
内
に
水
道
水
を
引
き
込
む
パ
 

イ
プ
は
使
用
者
み
な
さ
ん
の
財
産
と
な
 

っ
て
い
ま
す
の
で
、
凍
結
や
破
裂
の
防
 

止
の
た
め
に
十
分
な
管
理
を
お
願
い
し
 

ま
す
。
凍
結
や
破
裂
か
ら
水
道
管
を
守
 

る
に
は
、
次
に
あ
げ
て
い
る
よ
う
な
材
 

質
や
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
家
庭
 

内
の
水
道
管
を
点
検
し
て
下
さ
い
。
 

⑨
非
金
暴
甘
（
ビ
ニ
ー
ル
管
等
）
は
地
 

中
に
三
十
ー
四
十
セ
ン
チ
埋
設
す
る
よ
 

う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ろ
出
配
管
 

は
凍
結
や
破
裂
に
全
く
無
防
備
で
す
。
 

⑥
金
屡
甘
（
鉄
管
等
）
は
カ
べ
の
中
や
 

屋
内
に
配
管
し
、
ろ
出
す
る
場
合
は
保
 

温
材
を
巻
き
付
け
る
よ
う
に
定
め
て
い
 

ま
す
。
 

ま
た
水
道
工
事
は
水
道
課
又
は
、
指
 

定
工
事
店
以
外
は
施
行
で
き
な
い
よ
う
 

に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

役
場
水
道
課
 

J
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忘れないで心にとめて 

おきましょう。 

司
引
」
「
川
H
川
 

年
金
制
度
は
 

通
算
さ
れ
ま
す
 

通
算
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
ご
存
知
 

で
す
か
。
こ
れ
を
知
ら
ず
に
、
損
を
し
 

て
い
る
方
が
多
い
の
で
、
あ
ら
ま
し
を
 

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

公
的
年
金
制
度
に
は
各
種
の
給
付
が
 

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
心
は
事
一
 

（退 

職
）
年
金
で
す
。
こ
れ
を
受
け
る
に
は
、
 

ふ
つ
う
ニ
十
年
か
ら
二
十
五
年
間
、
そ
 

の
制
度
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
 

こ
と
が
必
要
で
す
が
．
わ
が
国
の
公
的
 

年
金
は
、
ご
本
人
の
従
事
す
る
職
業
に
 

よ
っ
て
、
加
入
す
る
制
度
が
異
な
っ
て
 

い
る
た
め
、
ひ
と
つ
の
年
金
制
度
で
、
 

こ
の
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
期
 

間
を
満
た
す
前
に
、
別
の
年
金
制
度
へ
 

移
っ
た
と
き
は
、
ど
の
制
度
か
ら
も
老
 

齢
（
退
職
）
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
も
 

の

ー

 険
料
は
す
べ
て
掛
け
捨
て
に
 

な
る
も
の
と
あ
き
ら
め
て
い
る
方
も
あ
 

る
よ
う
で
す
。
 

、
、
一
 ソ

「
、
う
）
 

し
か
し
、
そ
れ
は
誤
リ
で
、
各
種
制
 

度
の
加
入
期
間
を
合
算
し
て
】
定
の
期
 

間
が
あ
れ
ば
、
各
制
度
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
 

の
加
入
期
間
に
応
じ
た
老
齢
（
退
職
）
 

年
金
を
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
 

す。 ●
通
算
さ
れ
る
年
金
制
度
は
国
民
年
金
、
 

厚
生
年
金
な
ど
、
わ
が
国
の
八
種
類
の
 

公
的
年
金
で
す
。
 

●
通
算
さ
れ
る
加
入
期
間
は
原
則
と
し
 

て
ひ
と
つ
の
年
金
制
度
の
加
入
期
問
が
 

一
年
以
上
あ
っ
て
、
か
つ
昭
和
三
十
六
 

年
四
月
一
日
以
降
の
加
入
期
間
で
す
。
 

し
か
し
、
厚
生
年
金
と
船
員
保
険
は
こ
 

の
日
以
後
ど
ち
ら
か
の
制
度
に
加
入
す
 

れ
ば
、
こ
の
日
以
前
の
他
方
の
加
入
期
 

間
は
通
算
の
対
象
に
な
リ
ま
す
。
ま
た
、
 

こ
の
日
ま
で
つ
づ
い
た
各
種
共
済
組
合
 

の
加
入
期
間
も
通
算
さ
れ
ま
す
。
そ
の
 

他
、
い
ろ
い
ろ
の
例
外
通
算
対
象
が
あ
 

り
ま
す
。
 

●
通
算
老
齢
（
退
職
）
年
金
の
受
給
要
 

件
は
、
厚
生
年
金
の
加
入
期
間
が
一
年
 

以
上
あ
る
人
で
、
各
種
の
制
度
の
加
入
 

期
間
と
合
算
し
て
二
十
五
年
以
上
あ
る
 

と
き
か
、
ま
た
は
、
国
民
年
金
以
外
の
 

制
度
の
加
入
期
間
と
こ
の
厚
生
年
金
の
 

加
入
期
間
を
合
算
し
て
二
十
年
以
上
あ
 

る
と
き
で
す
。
そ
の
他
に
も
、
い
ろ
い
 

ろ
の
要
件
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

●
支
給
が
開
始
さ
れ
る
年
数
け
 
国
民
 

年
金
は
六
十
五
歳
か
ら
で
す
が
、
厚
生
 

年
金
な
ど
他
の
年
金
は
六
＋
歳
か
ら
で
 

す。 ●
こ
の
通
算
老
齢
年
金
を
将
来
受
け
取
 

う
ブ
と
す
る
方
は
、
ひ
と
つ
の
年
金
制
 

度
を
脱
退
し
た
ら
時
間
の
隙
間
な
く
次
 

の
年
金
制
度
へ
す
ぐ
加
入
の
手
続
き
を
 

と
る
こ
と
と
、
脱
退
の
と
き
に
脱
退
手
 

当
金
を
決
し
て
受
け
取
ら
な
い
こ
と
で
 

す
。
こ
れ
を
受
け
取
る
と
通
算
は
ご
破
 

算
に
な
り
ま
す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
 

尋
ね
く
だ
さ
い
。
 

役
場
住
民
課
に
お
 

＝納税あんない＝ 

く納税カレンダー〉 

国
民
健
康
保
険
税
 

軽

自

動

車

税

 

町
 
県
 
民
 
税
 

固

定

資

産

税
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I

I

 

五
 

月
 

五
 
月
 

」ハ 

月
 

四
 

月
 

1
 

期
 

八
．
・
月
 

（
全
期
）
 

八
 

月
 

七
 

月
 

2
 

期
 

十
 

月
 /

 

十
 
月
 

九
 

月
 

3
 

期
 

十
二
月
 

／

ノ

／

I

 

十
一
月
 

十
二
月
 

4
 

期
 

税金は納期毎に納めましょう．ク 

募 

集 

尺
八
愛
好
者
会
員
の
募
集
 

ク
赤
池
地
区
「
竹
の
会
」
 

愛
好
者
4
 

日
本
古
来
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
尺
八
 

を
志
ざ
す
方
を
次
の
と
お
リ
募
集
し
て
 

い
ま
す
。
 

▽
希
望
者
の
方
は
で
き
る
だ
け
赤
池
町
 

居
住
又
は
周
辺
の
方
。
 

郷土の川を 
. . . 

“キレイ”にしましようノ 

「ビンやガラス破片の 

投げ捨ては危険です」 

r
ー
ー
ー
ー
ー
ー
 

ー
 

最
近
町
内
の
川
に
ご
み
の
不
法
投
棄
一
 

、

 

が
よ
く
見
ら
れ
、
特
に
大
谷
地
区
沿
い
 

の
福
智
肌
下
流
に
ビ
ン
や
ガ
ラ
ス
の
破
 

片
等
を
投
げ
捨
て
て
い
る
の
が
目
に
つ
 

き
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
暖
か
く
な
リ
特
に
夏
季
に
 

は
子
供
た
ち
が
川
へ
入
っ
て
遊
ぶ
の
で
、
 

ケ
ガ
を
す
る
恐
れ
が
あ
リ
ま
す
。
今
後
 

は
こ
の
よ
う
な
不
法
投
棄
は
是
非
つ
つ
 

し
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
町
内
の
空
地
、
水
路
な
ど
に
 

も
ご
み
を
捨
て
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
 

ま
す
。
こ
れ
が
山
積
し
ま
す
と
ハ
エ
、
 

蚊
等
の
発
生
源
と
な
り
衛
生
的
に
も
好
 

ま
し
く
あ
リ
ま
せ
ん
。
 

町
民
の
み
な
さ
ん
の
御
協
カ
に
よ
り
 

住
み
よ
い
環
境
の
町
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

▽
年
令
、
男
女
は
間
わ
ず
。
 

▽
初
心
者
を
歓
迎
し
ま
す
。
 

▽
練
習
日
は
毎
週
金
曜
日
、
午
後
七
時
 

町
民
会
館
和
室
に
て
。
 

流
派
「
都
山
流
」
 

希
望
者
の
方
は
気
軽
に
ご
連
絡
下
さ
 

い
。
詳
細
に
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。
 

▽
連
絡
先
 

赤
池
町
大
字
赤
池
 
オ
田
龍
美
あ
て
 

T
E
L

コ
ー
三
四
六
」
番
ま
で
 

7
多
多
f
F
多
多
多
F
多
多
F
多
多
F
多
多
多
多
F
多
多
f
多
多
f
多
多
多
f
多
多
多
F
F
多
f
f
F
F
多
多
多
多
多
F
多乙 



・＋ノ か
 

あ
 

報
 

広
 

第171号 Iム 報 あ か い け 昭和52年4月1日 （8) 

、 

、J 

エンゼルクイズ 

【第8回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますよう 

〔問 題〕 

1 童謡「七つの子」に、歌いこまれている 

カラスは何と鳴いてる？ 

④カア・カア ⑧かわい・かわい 

⑥ギャア・ギャア 

2 、電球の明るさについて正しいのは？ 

④ 50ワット・2つ ⑧100ワット1つ 

⑥まったく同じ 

3 、バレーボールのタイムアウトは1セット 

に何回とれる？ 

④1回 ⑧2回 ⑥3回 

4 、日本では110番、さて、ロンドンでは？ 

④ 0 0 0番 ⑧111 番 ⑥999 番 

5 、消防庁は、どこのお役所の管轄下にある？ 

④自治省 ⑧建設省 ＠）運輸省 

統募の要領〕 

正解のABCいづれかの記号を官製ハガギ 

に記入のうえ、4月18日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンゼルクイズ係までお送り下 

さい。なお住所、氏名を明記して下さい。 

抽せんで正解者3名様に記念品を贈ります。 

ン例 問題lB 問題2A 問題3C 

【第七回C塀答】 

1 ⑥ 2 ⑧ 3 ④ 

1費【正解者】 

ノ 今回の応募総数38通のうち、正解は22通で 

した。厳正な抽せんの結果、次の3 名の方に 

記念品を贈ります。 （敬称略） 

）田口 武 （大字赤池） 

ン居原 理恵 （大字赤池） 

）田中真由美 （大字市場） 

こ
こ
が
赤
池
と
な
っ
た
の
は
昔
か
ら
 

の
い
い
伝
え
で
、
こ
の
地
方
に
大
ご
う
、
 

小
ご
う
と
い
う
山
賊
の
悪
者
が
い
て
、
 

民
・
百
姓
を
苦
し
め
て
い
た
。
 

こ
の
こ
と
を
聞
い
て
大
和
武
命
が
岩
 

屋
神
社
の
中
に
た
て
こ
も
っ
て
い
た
賊
 

を
退
治
に
き
た
時
に
自
分
が
寝
て
い
た
 

寝
神
の
そ
ば
に
赤
い
池
の
水
が
で
て
い
 

た
。
そ
の
水
を
汲
ん
で
賊
の
い
る
と
こ
 

れ
で
生
き
戻
っ
た
と
い
っ
て
“
あ
が
い
 

けク 

“
わ
が
い
け
ク
と
か
い
う
こ
と
ば
 

が
な
ま
っ
て
“
あ
か
い
け
”
」
 
に
な
っ
 

た
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。
 

そ
の
後
の
歴
史
と
い
う
の
は
明
治
頃
 

が
盛
ん
に
な
リ
、
こ
の
町
の
沿
線
と
い
 

う
の
は
炭
鉱
が
盛
ん
な
明
治
ニ
十
年
か
 

ら
三
十
四
・
五
年
ま
で
は
か
な
リ
栄
え
 

て
い
た
。
赤
池
駅
は
昭
和
十
二
年
に
設
 

治
二
十
二
年
、
そ
の
時
は
合
資
会
社
で
 

し
た
。
そ
れ
か
ら
明
治
四
十
一
年
に
始
 

め
て
明
治
鉱
業
株
式
会
社
に
な
っ
た
わ
 

け
で
す
。
そ
の
時
の
資
本
金
が
百
万
円
 

で
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
大
正
の
八
年
に
 

は
松
本
敬
一
郎
さ
ん
で
、
そ
の
時
の
資
 

本
金
が
二
千
万
円
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
 

と
こ
ろ
で
電
気
の
つ
い
た
こ
と
で
私
 

が
記
憶
し
て
い
る
の
は
、
私
た
ち
が
小
 

郷
土
の
昔
ば
な
し
い
ろ
い
ろ
 
廿
九
支
所
・
下
町
編
廿
 

ろ
で
ま
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
大
ご
う
、
 

小
ご
う
と
い
う
山
賊
を
退
治
す
る
こ
と
 

が
で
き
た
と
い
う
伝
説
を
聞
い
て
い
ま
 

す
。
ま
た
そ
の
他
に
も
赤
池
に
つ
い
て
 

は
今
、
池
永
喜
蔵
さ
ん
が
家
を
建
て
て
 

い
る
あ
の
車
道
の
上
の
方
に
ち
ょ
づ
と
 

し
た
井
戸
み
た
い
な
の
が
あ
る
。
あ
れ
 

を
何
か
く
ま
そ
征
伐
か
な
ん
か
に
き
た
 

時
に
、
そ
の
井
戸
か
ら
水
が
で
て
い
た
 

の
で
、
そ
れ
を
飲
ん
だ
時
「
あ
あ
、
～
」
 

置
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
時
が
丁
度
支
 

那
事
変
、
満
州
事
変
が
お
こ
り
金
田
駅
 

で
出
征
兵
士
の
見
送
り
を
し
て
い
た
。
 

金
田
駅
が
で
き
た
の
は
明
治
二
十
六
年
 

の
十
二
月
十
一
日
で
す
。
 

そ
れ
か
ら
赤
池
発
電
所
は
大
正
十
一
 

年
に
で
き
て
、
操
業
し
た
の
は
翌
十
一
一
 

年
、
そ
れ
ま
で
は
総
田
や
九
電
の
方
か
 

ら
送
電
を
し
て
も
ら
っ
て
い
た
。
赤
池
 

で
本
腰
に
石
炭
掘
り
を
始
め
た
の
は
明
 

、
 

学
校
時
代
に
は
ラ
ン
プ
で
し
た
が
、
そ
 

れ
か
ら
カ
ン
テ
ラ
に
な
り
電
気
が
つ
い
 

た
の
は
大
正
六
年
で
す
。
電
気
が
つ
い
 

た
時
に
は
、
こ
ん
な
も
の
ど
う
し
て
作
 

っ
た
ん
や
ろ
う
か
と
皆
ん
な
が
お
ど
ろ
 

い
て
い
た
。
昔
は
電
信
柱
に
も
の
を
く
 

く
り
つ
け
て
い
た
ら
向
こ
う
に
届
く
だ
 

ろ
デ
と
そ
ん
な
ふ
う
な
錯
覚
を
起
こ
し
 

て
い
た
時
代
で
し
た
。
 

つ
 

づ
 
く
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ち
ょ
っ
と
ひ
と
こ
と
 

冬
の
疲
れ
が
出
る
時
ノ
 

や
っ
と
北
の
窓
を
開
け
て
薄
着
に
な
 

る
の
に
、
な
ん
と
な
く
だ
る
い
と
い
う
 

日
が
続
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
 

冬
の
疲
労
が
ど
っ
と
で
て
き
た
た
め
で
 

す
。
で
す
か
ら
、
改
め
で
い
う
ま
で
も
 

な
く
、
休
め
る
時
に
は
休
養
を
た
っ
ぶ
 

リ
と
り
、
蛋
白
質
や
ビ
タ
ミ
ン
群
を
充
 

分
摂
取
す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
春
は
新
 

陳
代
謝
が
さ
か
ん
に
な
り
、
す
べ
て
の
 

ホ
ル
モ
ン
の
分
薄
が
高
ま
り
精
神
状
態
 

が
不
安
定
に
な
り
や
す
い
時
な
の
で
、
 

い
や
な
こ
と
に
も
あ
ま
リ
イ
ラ
イ
ラ
し
 

な
い
こ
と
で
す
。
 

(
 竺

ミ
ミ
ミ
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ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
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ミ
ミ
茶
ミ
】
A
ミ
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ミ
菩
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ミ
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 ④
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牛
に
な
っ
て
も
い
い
か
ら
 

食
べ
た
ら
横
に
 

お
行
儀
の
点
で
は
、
ち
ょ
っ
と
目
を
 

つ
ぶ
っ
て
い
た
だ
い
て
、
消
化
の
面
か
 

ら
だ
け
い
わ
せ
て
も
ら
う
と
、
 

「
食
べ
 

た
ら
横
に
な
る
に
限
る
」
と
お
す
す
め
 

し
ま
す
。
そ
れ
も
ハ
ど
う
せ
横
に
な
る
 

な
ら
、
右
腹
を
下
に
。
胃
は
左
上
か
ら
 

右
下
に
か
け
て
、
斜
め
に
位
置
し
て
い
 

る
か
ら
、
こ
う
い
う
姿
勢
だ
と
、
食
べ
 

た
も
の
の
流
れ
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
て
、
 

い
っ
そ
う
消
化
の
た
め
に
い
い
の
で
す
。
 

た
だ
し
、
こ
れ
は
ご
ろ
寝
で
あ
っ
て
 

本
格
的
に
眠
る
の
は
、
食
事
の
あ
と
三
 

時
間
は
置
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
眠
っ
 

て
い
て
も
食
べ
物
が
入
っ
て
い
れ
ば
胃
 

は
働
い
て
い
ま
す
。
工
場
の
一
部
が
作
 

業
中
で
は
、
持
ち
主
は
気
づ
か
ず
に
眠
 

っ
て
い
て
も
、
ほ
ん
と
う
に
疲
れ
が
取
 

れ
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
 

す。 

J 


